
＜放置車両撤去前の状況＞ ＜撤去状況を伝える新聞記事＞ 　…撤去実施が地元の新聞・ＣＡＴＶ等で大きく取り扱われた

　　
・ 農機具倉庫の代わりに使用された車両や、本土への海上輸送費を惜しんで

島内に捨てられた車両が散見される状況にあった

・ 島を訪れる観光客から、「廃車は美観を損なう」との指摘が多数あり
住民の間にも観光地としての振興に支障があるとの意識が広がった

・ 市やセンターの周知により使用済自動車の一斉撤去例を知った住民が
「佐木島をもっときれいにしよう」を合言葉に、廃車の一斉撤去を決意

＜実施概要と成果＞

・ 住民が主体となって、撤去の実現にこぎつけた

【参考】　　三原市　佐木島　放置車両撤去に関する記事
　　平成２０年１月２３日（水）　読売新聞

※ その他のマスコミ報道 … 広島テレビ・朝日新聞・毎日新聞・中国新聞

＜鷺浦町町内会長の談話＞

① 島の景観がよみがえり、観光地としてのアピールに貢献できた
＊１：港までの搬出は、住民が所有する重機やトラックを利用

　　　 住民ボランティアを募り撤去を実施したため、安価に抑えることができた 放置車問題は観光客に景観をアピールするうえで長年の悩みだった
　 今回の撤去により景観がよみがえり、観光客に景色を楽しんでもらえる

ようになった
・ 一斉撤去の実施により、島内放置車両が一掃された

② 車両撤去の実施を通じ、住民の環境意識が向上した

放置車両収集時に島民ボランティアを集める等の苦労があったものの
撤去に至る一連の活動を通じ、住民の間に廃車を放置しない意識が

＊２：撤去台数のうち４６台は、朽ちかけて車種判別不能のため活用対象外車両 浸透し、新たな放置車両の発生がなくなった

島内放置車両撤去の好事例　その５　（広島県　三原市　佐木島）

　

　　 地元の住民で構成される「さぎしま架橋促進委員会」
　　および「鷺浦町町内会」が中心となり、
　　島内に放置されていた廃車の一斉撤去を敢行
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